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１ はじめに 

 本町は、「知・徳・体のバランスがとれた子どもの育成」、「一人ひとりのニーズに応じた教育の充実」、

「家庭・地域に信頼され、協働して子どもを育む学校教育の推進」、「学校間・校種間のきめ細やかな連

携」、及び「安心・安全な教育環境の確保」の５点を学校教育の重点として掲げ、その実現に向けて様々

な教育施策に取り組んでいます。 

中でも、学力向上については、平成 21 年 11 月に「第 1 次玖珠町学力向上推進計画（平成 22 年度～

24 年度）」を策定して以来、平成 25 年 1 月に第 2 次（平成 25 年度～27 年度）、平成 28 年 1 月に第 3

次（平成 28 年度～30 年度）、平成 31 年 2 月に第 4 次（令和元年度～3 年度）、令和 4 年 3 月に第 5 次

（令和 4 年度～6 年度）と、継続的に計画を策定し、具体的な取り組みを推進してまいりました。 

この度、第 5 次学力向上推進計画の最終年度を迎えるにあたり、これまでの取り組みの成果と課題を

明らかにし、新たに令和 7 年度から令和 9 年度までの「第 6 次玖珠町学力向上推進計画」を策定いたし

ました。本計画に基づき、本町児童生徒の更なる学力の向上を目指してまいります。 

 

 

２ 第５次学力向上推進計画(令和４年度～令和６年度)の成果と課題 

 

（１）学力向上に係るこれまでの主な取組 ～令和６年度の取組を中心に～ 

 

●授業力向上アドバイザーの活用 

 令和 6年度は、くす星翔中学校に授業力向上アドバイザー1名を配置し、配置校及び町内の若手教員

の育成を担い、教員一人ひとりの課題解決に向けた指導を行いました。配置校においては国語の模範授

業を行い、若手教員を中心に質の高い授業を公開しました。若手教員の授業観察においては、事前に授

業者と打ち合わせを行い、ポイントを絞って評価することで、段階的な指導ができました。事後の指導

では、授業に関することだけでなく、生徒理解、保護者への働きかけ、他の教員との協働などについて

も相談に応じ、若手教員の精神的な支えとなりました。 

 

 

●小学校教科担任制推進教員の活用  

 小学校教科担任制推進教員は、塚脇小学校に 1名を配置し、高学年における教科担任制を推進しまし

た。具体的には、5・6 年生の国語と算数、3～6 年生の理科で実施しました。教員の専門性を生かした

授業展開が可能となり、児童からは「授業の雰囲気が変わって良い」といった肯定的な声が聞かれまし

た。また、同一学年で同じ内容の授業を行うため、教材研究により時間をかけることができ、授業改善

につながりました。さらに、学年全体を複数の教員で見守る体制ができたことで、児童の変化に気づい

た際に即時に情報交換し対応することが可能となり、生徒指導の面でも有効でした。 

 

 

●算数・数学確認テストの実施  

 令和 6年度も、町独自の算数・数学確認テストを年 4回実施しました。この確認テストは開始から 15

年目を迎えました。各学校で組織的な指導や結果の活用が進み、担当者による問題の検討や情報交換も

行われています。特に小学校においては、全国学力・学習状況調査や大分県学力定着状況調査の結果に

も、その成果が現れています。 
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●英語確認テストの実施  

 英語確認テストを、くす星翔中学校の 1年生・2年生およびくす若草小中学校の 7年生・8年生を対

象に実施しました。実施回数は、1年生（7年生）は年 4回、2年生（8年生）は年 5回（4月、6月、

10月、12月、3月）です。語彙の定着を目指し、回を重ねるごとに各校で取り組みに工夫が見られまし

た。 

 

 

●図書館活用教育の充実  

 「活用力の向上」を図る手立ての一つとして、平成 25 年度から図書館活用教育の充実に努めていま

す。令和 6年度は、以下の点に取り組みました。 

① 図書館活用授業年間計画を各校の教育課程に明示し、意図的・計画的に図書館を活用した授業を実

践しました。 

② 新聞配置に係る予算を措置し、読書環境の整備に努めました。今後も、図書館を活用した授業の実

践を推進するとともに、その質の向上を目指します。 

 

 

●寺子屋学習  

 令和 6年度は、町内 4校（森中央小学校、塚脇小学校、北山田小学校、八幡小学校）で実施しました。

実施校によって参加者数に差が見られ、参加者募集の方法や対象学年の設定が今後の課題となっていま

す。また、学習を支援するサポーターの確保も喫緊の課題です。 

 

 

●ステップアップ講座  

 夏季休業中に 3日間程度、小学 4・5・6年生を対象とした算数及び国語の補充学習講座「ステップア

ップ講座」を実施しました。各学校の教職員が組織的に関わることで、自校の学力課題を改めて認識し、

授業改善につなげることができました。また、中学生が学習サポーターとして参加したことは、小中連

携の推進に加え、地域の一員として出身校での学習支援を経験するというキャリア教育の観点からも、

有効な取り組みとなりました。 

 

●問題データベースと AI ドリル教材の活用  

 令和 6年度は、問題データベース（小学校：算数、中学校：国語・社会・数学・理科・英語）と AIド

リル教材（小学校・中学校：スマイルネクスト、くす若草小中：スタディサプリ）を、各学校で授業内

容の定着や宿題などに活用しました。今後も GIGA スクール構想の推進の中で、これらの教材の活用充

実を図っていきます。 

 

 

●研究指定校等の取組  

 令和 6 年度は、塚脇小学校とくす星翔中学校が、文部科学省の「リーディング DX スクール事業」の

指定を受け、先進的な教育実践を行うとともに、その成果を町内外に広く公開しました。 

また、「特色ある学校づくり推進事業」では、小学校 5校（森中央小学校、塚脇小学校、小田小学校、

北山田小学校、八幡小学校）が、それぞれ「学びに向かう学校づくり（知）」「道徳（徳）」「体育（体）」

「人権」のいずれかのテーマについて研究を深めました。 
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●保護者・地域連携の取組  

 現在、町内全ての町立学校において学校運営協議会を設置し、地域住民や保護者等の意見を積極的に

学校運営に取り入れる場を設け、信頼される開かれた学校づくりに努めています。子どもたちの健全な

心身の発達や更なる学力の向上には、保護者・地域の力が欠かせません。今後も、保護者・地域との連

携を強化し、学校と地域の教育力が共に向上するような具体的な取り組みの充実に努めていきます。 

 

 

●ICTを活用した教育の充実  

 国のリーディング DXスクール事業に指定された塚脇小学校とくす星翔中学校を中核として、「校務の

DX」「研修の DX」「授業の DX」を連携させながら、クラウド活用を基本とした ICT 利活用を推進してき

ました。国が進める GIGAスクール構想は、端末更新を経て「セカンド GIGA」と呼ばれる新たな活用段

階へと移行しつつあります。この取り組みが教職員の働き方改革や子どもたちの個別最適な学びの推進

に寄与するよう、ICT支援員等と連携しながら進めていきます。 

 

 

（２）各学力調査の状況 

 

①大分県学力定着状況調査結果の推移（偏差値） 

 小学校５年     中学校２年 

国語 算数 理科 国語 社会 数学 理科 英語 

Ｒ６ 
51.2 53.8 49.0 50.5 48.3 48.9 47.5 45.7 

Ｒ５ 
52.5 55.3 51.5 53.3 50.6 54.7 50.5 51.7 

Ｒ４ 
50.9 55.4 52.0 49.4 48.0 48.8 48.9 48.1 

Ｒ３ 
52.9 55.3 52.6 51.6 51.2 50.8 49.9 49.2 

Ｒ２ 
52.1 55.0 51.7 53.5 50.6 52.0 50.8 52.5 

 

※色付きは、偏差値５０以上。 

 

令和６年度の平均正答率が５０％未満の割合 

 

小学校 → 国語：10％  算数：9.6％  理科：25％ 

中学校 → 国語：15％ 社会：54％ 数学：51％ 理科：49％ 英語：77％ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 小学校においては、令和２年以降、ほぼ全ての教科（国語・算数・理科）で偏差値５０を超

えている。 

○ 中学校においては、令和２年度及び令和５年度は全ての教科（国語・社会・数学・理科・英

語）で偏差値５０を超えている。 

● 令和６年度調査において、平均正答率が５０％未満の割合が中学校２年の４教科（社会・数

学・理科・英語）で５０％を超えている。とりわけ、英語については７７％と非常に多い。 
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②全国学力・学習状況調査結果の推移（平均正答率） 

 小学校６年 中学校３年 

 国語 算数 国語 数学 

Ｒ６ 
６３ 

（－６） 

６２ 

（－１） 

５６ 

（－２） 

４９ 

（－１） 

Ｒ５ 
６７ 

（－２） 

６７ 

（＋３） 

６４ 

（－５） 

４１ 

（－８） 

Ｒ４ 
６６ 

（±０） 

６８ 

（＋４） 

７１ 

（＋２） 

４９ 

（±０） 

Ｒ３ 
６７ 

（＋１） 

７４ 

（＋４） 

６５ 

（－１） 

５２ 

（－５） 

Ｒ１ 
７２ 

（＋５） 

７２ 

（＋５） 

７８ 

（＋４） 

６４ 

（＋３） 

 

＊（ ）内は、県平均との比較   (＊Ｒ２年度は、コロナ感染症対策により実施されなかった) 

 

令和６年度の平均正答率が５０％未満の割合 

 

小学校 → 国語：33.0％  算数：34.0％ 

中学校 → 国語：52.5％  数学：53.4％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③玖珠町学力調査結果の推移（平均正答率） ＊（斜体）は、目標値を下回っている。 

                (注)目標値：到達しておくべきラインを正答率で表したもの 

【小学校】 

 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 

国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数 

Ｒ６ 

玖

珠 
74.2 84.3 83.7 79.7 64.5 71.9 69.0 69.8 73.9 67.0 67.9 76.9 

目

標 
72.8 80.3 74.2 69.3 62.2 70.3 66.7 66.5 66.2 61.0 64.8 66.5 

差 1.4 4.0 9.5 10.4 2.3 1.6 2.3 3.3 7.7 6.0 3.1 10.4 

○ 小学校において、令和元年度と令和３年度は、大分県平均を全ての教科で上回った。 

○ 小学校算数においては、大分県平均を４ポイント前後上回っている。（R6 年度を除く） 

●  小学校において、令和６年度の国語で県平均を大きく下回った。 

● 中学校において、令和５年度に国語・数学ともに大きな落ち込みが見られたが、 

令和６年度には回復傾向にある 
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Ｒ５ 

玖

珠 
81.0 89.2 80.1 71.9 68.6 77.1 70.6 71.6 74.2 69.8 69.6 82.3 

目

標 
73.7 77.0 75.0 71.0 67.6 68.4 63.8 64.2 68.3 60.6 64.0 71.1 

差 7.3 12.2 5.1 0.9 1 8.7 6.8 7.4 5.9 9.2 5.6 11.2 

Ｒ４ 

玖

珠 
76.7 88.7 85.3 71.8 79.4 76.8 73.4 74.9 78.6 71.5 73.9 81.8 

目

標 
73.5 79.6 77.7 69.7 72.2 68.9 69.0 66.3 69.8 60.0 69.6 68.8 

差 3.2 9.1 7.6 2.1 7.2 7.9 4.4 8.6 8.8 11.5 4.3 13 

 

 

【中学校】 

 中１ 中２ 

国語 社会 数学 理科 英語 国語 社会 数学 理科 英語 

Ｒ６ 

玖珠 60.5 47.8 56.2 38.7 39.2 57.9 39.8 41.1 29.4 38.2 

目標 59.9 51.0 55.2 52.8 61.1 55.6 47.2 51.7 50.7 59.5 

差 0.6 -3.2 1.0 -14.1 -21.9 2.3 -7.4 -10.6 -21.3 -21.3 

Ｒ５ 

玖珠 59.9 53.7 50.5 53.6 44.6 74.3 46.5 49.0 55.3 48.5 

目標 57.3 58.3 56.4 60.5 54.4 63.5 46.0 52.8 55.7 50.6 

差 2.6 -4.6 -5.9 -6.9 -9.8 10.8 0.5 -3.8 -0.4 -2.1 

Ｒ４ 

玖珠 63.9 62.3 55.6 61.8 55.3 68.5 41.1 42.8 45.1 49.3 

目標 55.8 60.3 53.4 56.0 54.0 64.3 50.2 53.3 50.0 54.2 

差 8.1 2 2.2 5.8 1.3 4.2 -9.1 -10.5 -4.9 -4.9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 小学校では、ここ数年すべての学年・教科において目標値を上回り、成果が現れている。 

○ 小学校算数では、すべての学年で目標値を１～１０ポイント以上上回っており、令和６年度

の２年生・６年生は１０ポイント以上上回っている。 

● 中学校では、令和６年度の１年生・２年生ともに社会・理科・英語で目標値を下回っている。 

 特に、1・２年生の英語は２０ポイント以上下回っている。 
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３ 令和７度から令和９度までの学力向上に係る目標 

 

★「全国学力・学習状況調査」において、全国平均正答率を上回る。 

★「大分県学力定着状況調査」において、大分県平均正答率を上回る。 

★「玖珠町標準学力調査」において、「目標値」を上回る。 

★「各種学力調査」において、正答率５０％未満の児童生徒の割合を小

学校で１０％未満、中学校で２０％未満にする。 

 

４ 目標達成のための重点課題 

① 学校の組織的指導力の向上 

② 基礎基本の定着と活用力の向上 

③ 教職員の授業力の向上 

④ 地域住民との協働による教育力の向上と高校までの一貫した学力向上対策  

 

５ 具体的行動と達成（取組）指標 

 

①学校の組織的な指導力の向上 

重点的取組（施策） 具体的内容 達成指標（□） 取組指標（■） 

全教職員参加による学

力向上プランの策定・実

施 

○ＰＤＣＡサイクルに基づいた学力向上プランの作成 

○学力調査等を踏まえた学力向上プランの作成・見直し 

○定着度の数値目標の設定及びプランの実施状況の公表 

□数値目標を明示した学力向上プ

ラン作成校(100%) 

□プラン実施状況公表校(100%) 

学力向上プランと連動

した教育課程の編成 

○学校の教育目標実現に向けた具体的目標の明確化 

○学力向上に係る重点的取組が各教科・領域等において

具体化されている教育課程の作成 

○教育課程の適正な管理運営と評価及び改善 

□全教科授業実施率 100％以上の

学校(100%) 

 

改善のための学校評価

の充実 

○実現可能な焦点化された重点目標の設定 

○重点目標に即した焦点化された重点的取組の設定とそ

れに基づく学校全体での取組 

○検証可能な達成指標の設定と客観的な成果の振り返り 

○自己評価書及び学校関係者評価書の作成・提出・公表 

□３～４項目に焦点化された重点

目標・重点的取組を設定してい

る学校(100%) 

□達成指標が数値化されている学

校(100%) 

□自己評価書を公表した学校(100%) 

複数の教職員が関わる

弾力的指導体制の構築 

○ＴＴや習熟度別指導の活用 

○小学校における教科担任制等の積極的導入 

○複数の教職員が関わる補充学習の実施 

□複数の教職員が関わる授業実施

校(100%) 

□複数の教職員が関わる補充学習

実施校(100%) 
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小中連携の強化 ○小中連携会議の実施 

○互見授業・相互参加授業の実施 

○小学校間の指導内容の共有・統一 

○学力向上に係る小中共通指導項目の設定 

■連携会議(年３回) 

■互見授業・相互参加授業(年３回) 

□共通指導項目設定校(100%) 

 

 

②基礎・基本の定着と活用力の向上 

重点的取組（施策） 具体的内容 
達成指標（□）  

取組指標（■） 

図書館活用教育の推進 ○「図書館教育計画」に係る留意点（町統一）に基づい

た教育課程の編成と点検・修正（例：図書館を活用する

授業の計画を明示 等 ） 

  

□町統一の留意点に基づいた図書

館教育全体計画作成校(100％) 

■図書館を活用した授業 

(小学校：各学年３単元以上) 

(中学校：国語２単元、他教科・

各学年１単元以上) 

個に応じたきめ細かな

指導の充実 

○習熟度別指導や複数教員による指導の積極的な活用 

○個の学習状況を的確に把握する手立ての工夫 

（ノート・学習プリント・小テスト・各種学力調査等の

活用） 

○配慮を必要とする児童生徒への対応（特別支援教育支

援員の配置） 

□個の学習状況の把握方法及び個

に応じた指導の具体的な取組を

学力向上プランに明示している

学校(100%) 

補充学習の充実 ○長期休業中等の補充学習の実施（ステップアップ講座

との連動等） 

□補充学習について組織的に取り

組んでいる学校(100%) 

算数・数学確認テストの

実施と活用 

○年４回実施。(4 月,6 月,10 月,2 月) 

○テスト前の復習の場の設定やテスト結果の分析等、学

校挙げての組織的な取組 

□全校・全学年で期待正答率を上回る 

□確認テストに係る組織的な取組

実施校(100%) 

英語確認テストの実施

と活用 

○年５回実施。(4 月,6 月,10 月,12 月,3 月) 

○テスト前の復習の場の設定やテスト結果の分析等、学

校挙げての組織的な取組 

□確認テストに係る組織的な取組

実施校(100%) 

町標準学力調査の実施

と活用 

○小１～中２まで１２月に実施。 

○県調査・全国調査の結果を踏まえた取組の検証の場 

○結果を踏まえた年度内の補充学習の実施 

○新年度に向けての学力向上対策策定の際の材料 

□全校・全学年で目標値を上回る 

生徒指導の３機能を生

かした授業の実施 

○「自己決定の場」・「自己存在感を与える場」・「共感的

人間関係を育む場」を設定した授業づくりの推進 

□校内研において、生徒指導の３

機能を生かした授業を提案した

学校(100%) 

家庭学習の充実 ○授業とリンクした家庭学習用課題の提示 

○家庭学習の状況を的確に把握する手立ての工夫 

□家庭学習の状況把握に組織的に

取り組んでいる学校(100%) 

ＩＣＴ活用教育の促進 ○リーディングＤＸスクール指定校（塚脇小・くす星翔

中学校）を中核とした教育ＤＸの推進と協力校（町内

小・中、義務教育学校）への横展開 

○クロームブックの整備・更新 

○ＩＣＴ支援員の配置 

○児童生徒が主体的、意欲的に取り組む学習の場の設定 

□校務にＩＣＴを取り入れている

学校(100%) 

□クラウド活用をベースとした校

内研修を行った学校(100%) 
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③教職員の授業力の向上 

重点的取組（施策） 具体的内容 
達成指標（□） 

 取組指標（■） 

町研究指定校の取組の

充実 

○「教育研究推進校」「特色ある学校づくり推進事業」の

指定と公開授業の実施 

□教育研究推進校(1校)・特色ある

学校づくり推進校(4校)の指定 

■公開授業(1回実施) 

授業力向上アドバイザ

ーの活用 

○中学校（国語）に１名配置 

○配置校での模範授業の実施 

○他校訪問による経験年数の浅い教員への助言・支援 

□模範授業の公開 

(学期ごとに１回以上) 

■他校訪問（１校に３回以上） 

校内研修の充実 ○教務主任と研究主任の連携と役割分担を明確にした校

内研究の推進 

○一般・提案授業や事前・事後研等の工夫と充実 

○中学校における「学びに向かう学校づくり」を目指す

校内研究体制の構築 

○指導主事等招聘による校内授業研究会の実施 

□指導主事等を招聘した校内研の

実施校(100%) 

授業観察と互見授業の

実施 

○視点を明確にした校長の授業観察及び指導 

○定期的な互見授業の実施と意見交換による授業技術の

向上 

□校長による授業観察を(ほぼ毎

日実施した学校(100%) 

□授業を公開した教職員(100%) 

中学校教科部会の充実 ○複数の教科担任による「タテ持ち」の実施 

○定期的な教科部会の実施 

□「タテ持ち」を実施した教科(５

教科) 

ＩＣＴ利活用にかかる

研修の充実 

〇教職員のニーズに応じた町教委主催のＩＣＴ研修の実

施 

○学校現場ニーズに沿った校内研修の充実 

□町教委主催の ICT 研修会に参加

した教職員(100%) 

□校内での月一回以上の ICT ミニ

研修実施（100％） 

 

④地域住民との協働による教育力の向上と高校までの一貫した学力向上対策 

重点的取組（施策） 具体的内容 
達成指標（□） 

 取組指標（■） 

積極的な学校公開（公開

授業）の実施 

○各校、月１回以上の学校公開日の設定と呼びかけや内

容の工夫 

○町一斉学校公開月間(11 月)の実施 

□月１回以上の学校公開日を設定

した学校(100%) 

□学校公開月間中の学校訪問者数

(町全体で延べ 1000 名以上) 

コミュニティ・スクール

の導入と活用 

○コミュニティ・スクール（学校運営協議会）を生かし

た保護者・地域住民の学校経営への参画 

□学校運営協議会設置校(8校) 
 

寺子屋学習の充実 

 

  

○寺子屋学習の内容の充実 

（町確認テストで正答率が低い分野の徹底復習） 

○夏季休業中等のステップアップ講座と連動した取組の

実施 

■４小学校での寺子屋学習の実施 

■正答率が低い分野の問題配付 
 

地域と連携した土曜学

習の実施 

○地域の活動を生かした小学生を対象とした土曜学習の

実施 

■中央公民館・自治会館・わらべの

館等の講座の紹介 

玖珠志学塾の実施 ○地域に唯一の高校「玖珠美山高校」の生徒を対象とし

た無料の公営塾「玖珠志学塾」の運営の継続 

□利用者アンケート：「満足」とい

う回答（８０％以上） 

■生徒の希望する進路達成の支援 
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